
華
岡
胄
洲
の
最
大
の
業
績
は
麻
沸
散
の
開
発
で
あ
り
、
そ
れ
を

用
い
て
全
身
麻
酔
下
の
各
種
手
術
を
施
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
麻

沸
散
開
発
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
た
ち
に
よ

っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
謎
の
部
分
が
多
い
。
宗

田
一
は
そ
の
所
蔵
す
る
中
川
修
亭
の
『
麻
薬
考
』
が
冑
洲
の
麻
沸

散
開
発
の
歴
史
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
文
政

九
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
田
三
谷
の
『
外
療
秘
薬
考
、
一
名
麻
薬
考
」

は
、
中
川
修
亭
の
『
麻
薬
考
」
の
剰
窃
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

し
か
し
宗
田
は
「
麻
薬
考
』
自
体
に
対
す
る
十
分
な
検
討
を
行

っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
宗
田
の
所
蔵
本
（
以
下
宗
田
本
）
は
、
呉
秀

三
の
「
華
岡
胄
洲
先
生
及
其
外
科
」
が
思
文
閣
よ
り
昭
和
四
十
六

年
に
復
刻
さ
れ
た
際
、
付
録
と
し
て
岩
田
三
谷
の
『
外
療
秘
薬
考
」
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中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
の
書
誌
学
的

研
究

松
木
明
知

と
併
せ
て
復
刻
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
二
十
方
を
記
述
し
て
い
る
。

宗
田
は
右
の
復
刻
本
の
『
麻
薬
考
』
に
つ
い
て
の
解
説
の
中
で
、

京
都
大
学
の
富
士
川
文
庫
中
の
写
本
『
麻
薬
考
」
（
以
下
富
士
川
本
）

に
も
言
及
し
、
同
本
は
虫
食
個
所
が
多
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し

演
者
が
富
士
川
本
を
実
見
し
た
所
、
慶
応
三
年
三
月
二
十
二
日
の

日
付
を
有
す
る
賊
に
甚
だ
重
要
な
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
を
宗
田
は

無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
養
眞
森
約
之
が
原
本
を
所
有
し

て
い
た
が
、
友
人
石
川
厚
安
に
貸
し
出
し
た
所
、
同
人
宅
の
火
災

で
こ
の
写
本
を
失
っ
た
。
そ
の
た
め
森
の
友
人
の
前
田
安
貞
が
以

前
書
写
し
て
い
た
写
本
の
写
本
を
森
約
之
が
改
め
て
借
り
て
作
っ

た
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
富
士
川
本
は
森
の
手
沢
本
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
巻
末
に
は
「
原
本
欄
外
標
記
図
」
と
し
て
原
本

に
付
さ
れ
て
い
た
木
鼈
、
蔓
陀
羅
華
（
風
加
子
）
、
草
烏
、
草
溌
な

ど
の
図
ま
で
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
宗
田
が
言
う
よ
う
な
虫
食

い
、
欠
字
な
ど
は
余
り
目
立
た
ず
、
む
し
ろ
宗
田
本
よ
り
極
め
て

秀
れ
た
写
本
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
宗
田
本
に
は
図
を
欠
く
。
宗
田

が
何
故
、
よ
り
状
態
の
良
い
富
士
川
本
を
復
刻
に
利
用
せ
ず
、
そ

の
家
蔵
し
て
い
る
写
本
を
復
刻
に
使
用
し
た
の
か
は
甚
だ
理
解
に

苦
し
む
所
で
あ
る
。
こ
の
富
士
川
本
に
は
二
十
方
を
記
載
し
て
い
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右
に
述
べ
た
中
の
三
本
に
つ
い
て
、
序
の
末
尾
を
見
る
と
、
宗

田
本
で
は
「
寛
政
丙
辰
中
夏
中
川
故
識
」
と
あ
る
が
、
富
士
川
本

で
は
「
寛
政
丙
辰
中
夏
既
望
中
川
故
識
」
と
あ
り
「
既
望
」
の
二

字
が
前
者
よ
り
多
い
。
家
蔵
の
写
本
で
は
「
寛
政
丙
辰
中
夏
既
望

平
安
中
川
故
識
」
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「
平
安
」
の
二
字
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。

る
。
さ
ら
に
演
者
は
今
回
他
に
二
種
の
写
本
を
発
見
し
た
。
一
本

は
武
田
製
薬
株
式
会
社
杏
雨
書
屋
の
所
蔵
本
「
鹿
城
先
生
医
談
』

の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
麻
薬
考
』
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
宗

田
本
、
富
士
川
本
に
見
ら
れ
る
寛
政
八
年
の
中
川
修
亭
の
序
と
図

を
欠
い
て
い
る
。
そ
し
て
十
五
方
を
記
載
し
て
い
る
。

も
う
一
本
は
家
蔵
の
写
本
「
麻
薬
考
」
で
、
こ
れ
は
さ
る
古
書

鐸
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
枚
二
十
行
の
罫
の
あ
る
和
紙

七
枚
に
記
さ
れ
て
お
り
、
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
比
較
的

新
し
く
、
幕
末
頃
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
十
六
方
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
中
川
の
序
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
稚
拙
な

字
で
書
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
所
々
欠
字
が
多
く
、
図
を
欠
い
て

お
り
、
決
し
て
良
い
写
本
で
は
な
い
。

以
上
の
四
種
の
写
本
の
書
誌
学
的
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
こ
の

中
で
最
も
完
全
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
富
士
川
本
で
あ
り
、

こ
の
系
統
を
引
く
の
が
宗
田
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
系
統

以
外
に
序
を
有
す
る
も
の
の
、
十
六
方
し
か
記
載
し
て
い
な
い
家

蔵
本
の
系
統
が
あ
り
、
さ
ら
に
序
を
欠
き
、
十
五
方
を
記
載
し
て

い
る
武
田
本
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
学
教
室
）
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